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その他の業績リスト：2企業での実務経験 
【A.T.Kearney株式会社】 

l 経営戦略コンサルタントとして、新規事業立案や全社改革に多数携わった 

l あるクライアントでは半年間現場とともに改善策を模索しながら経営層とも対話を重ね、全社で 10 億円の

コストを削減するプロジェクトを成功させた 

【本田技研工業株式会社】 
l モビリティサービス事業本部（300 人規模）の新規立ち上げにおいて、本部の戦略立案・方針策
定を主導した 

l 本部全体の予算立案や各種役員報告においては、主要メンバーとして業務を遂行した 
以上 


